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東京都江東区 
新木場に近隣の「海の森公園」について

　JR新木場駅から車で約10分程、新木場をぬけて、若洲を通り鉄橋ゲートブリッジの大橋を渡るとすぐ
右に面積約149ヘクタールもある広大な「海の森」が見えて来る。
　東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会において、総合馬術（クロスカントリー）及びボー
ト・カヌー（スプリント）の会場ともなった海の森。
　ゴミの最終処分場であった広大な埋め立て地「中央防波堤内側埋立地の東側部分」を再生させる“海の
森プロジェクト”が立ち上ったのが2005年（平成17）2 月であった。
　学識者や都民が参加する東京都港湾審議会において描かれた構想は、資本を投下して豪華な施設を建
てるのではなく、豊かな自然を、“都民とともに”東京に取り戻す計画であったという。
　2007年（平成19）2 月「海の森公園」として海上公園計画を告示、そして 7月より「海の森募金」として
開始された。
　2008年（平成20）から空地への植樹がボ
ランティアなどによりスタートした。子
どもを含めたボランティアが校庭などで
拾い集めたドングリから苗木を育て、一
本一本植樹するという地道な活動なが
ら、その社会的な意義に賛同する都民や
企業は徐々に増え、植樹イベントも毎年
春と秋に実施し、我々も参加させても
らった。
　海の森募金は2011年（平成23）3 月目標
額 5億円達成したので募金活動を終了し
たという。
　そして2016年（平成28）3 月、9年間か
けた植樹イベントも終了した。植栽の考
え方としては、海に面し、強い潮風があ
たる「海の森」という斜面林では、シイや
タブノキを中心とした海岸性の森づくり

江東区海の森三丁目の海の森。新木場駅から車で10分程で行くこと
が出来る。
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が進められている。苗木は関東地区産のものを選定し、遺伝子のかく乱を防いだという。潮風に強い樹
木が生長すると、それらに守られるように他の植物が育ち、やがて昆虫や鳥をはじめとした多くの動物
が集まって来る。既に多くの生物が確認されており、少しずつ多様性に富む森へと変化している。すば
らしい事である。
　樹木の主な樹種は、潮風への抵抗性があるタブノキなど常緑樹を主体に、オオシマザクラやヤマグワ
などの落葉樹も混ぜて植栽し、混交林を目指しているという。生き物に配慮した「観察と保全の森」では、
ヤマモモなど鳥や虫の食餌木となる樹種も多く植えている。さまざまな自然の力を得ながら、豊かで多
様性のある森を育てていきたいとの願いも。中に「宇宙のケヤキ」と名付けた木が100本程 5 ～ 6 m程大
きくなっていた。
　宇宙飛行士、星

ほし で  あき  ひこ

出彰彦さんがケヤキの種を宇宙に持参したものを持ち帰り植えた木という。
　この「海の森公園」はいよいよ2025年、この春にオープンしお目見えする市民の為の公園として開園す
る。

埋め立て時にはガスがかなり発生した。この塔
はガスヌキのパイプ。何ヶ所かあった。

宇宙ケヤキ。100本ぐらい植えたようだ。5 ～ 6 m程成長していた。

植木を始めた頃は風が強かったようだ。このネットは防風ネット。
所々にあった。
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　この「海の森」の原点は1973年（昭和48）から、
1987年（昭和62）に14年間かけて1,230万トンもの
ごみと建設発生土などを交互に埋め立てるサンド
イッチ構造で造成した埋立地である。高さ30メー
トルの「ごみの山」を森にするために、堆肥、土壌
改良材、優良土、建設発生土を配合した厚さ1.5
メートルの表層土による植栽基盤づくりを行っ
た。完成までに必要な堆肥は、街路樹から発生す
る剪定枝葉を肥料化したものを活用。資源循環と
コストカットを実現したという。
　広場を海の風から守る「風の森」の優先的整備「海の森」の中央部には、イベント会場やいこいの場とな
る「つどいの草原」や林間レクリエーションが楽しめる「ふれあいの森」がある。基盤整備では、海からの
強風や塩分を含む風からこれらの広場を守るために、土塁を設け、強風や塩害に強い常緑樹を植えた「風
の森」の整備を優先的に進めた。「風の森」が暴風・防潮林としての役割を果たすことで、広場の植物や
環境が守られ、イベントの開催や市民の参加を容易にした。
　2024年10月26日（土）、（公財）オイスカ主催による新木場木材商工等協力による、この「海の森公園」開
園前の樹林育成として、葛ツルの除去作業など公園整備に協力した。天気にめぐまれ大変勉強にもなり、
楽しい一日であった。参加された皆様、御苦労様でした。

令和 6年12月22日記
参考資料
　 港湾局海の森リーフレット（公開パンフ）より

オイスカ主催による、葛ツル除去作業に参加した面々。
2024年10月26日（土）

始業時、説明を受ける参加者の面々。

仕事を終えて解散前の参加者。ご苦労様でした。
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